
　　　　

児童発達支援・放課後等デイサービス　ひまわりAC 2026 年 2 月 1 日

月～金 9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 適時野菜植え、収穫、クッキング、工作　５月：避難訓練　7月：七夕　11月：いもほり、避難訓練　12月：クリスマス　2月：節分　3月：卒園・卒業・進級・進学祝い

家族支援
・家族で過ごす時間が心地よいものになるように、子どもの理解や関わり方を
共有する

移行支援 ・進学について情報を共有し、一緒に考える

地域支援・地域連携 ・本人が通っている学校や事業所等と情報を共有する機会をつくる 職員の質の向上
・日常的に子どもの様子を伝え合い、活動内容や関わり方を共通認識にする
・適時、事業所内やオンラインセミナー等を活用して研修の機会を設ける

支　援　内　容

・身体をつくる「食」を大切にし、できるだけ安全な素材のものを提供する
・野菜を自分たちで育て、収穫したものを料理してみんなで食べる体験を通して、五感を使い、生きるちからを育む
・基本的生活習慣を身につけるよう支援する

・外あそびや室内運動を通して全身を動かす機会を日常的につくり、自分の身体との向き合い方や身体を動かす楽しみ方を知るきっかけを提供する
・季節の行事や工作、クッキングや食事場面で指先を使う機会を多くつくる

本
人
支
援

・言葉の選択や声のトーン、スピード、視覚的な補助を使う等、その子が認識しやすい工夫を日常的に行う
・その子に合った認識の方法を見つける

・本人の気持ちをくみ取り、大人が言語化して伝えたり、相手との橋渡しをすることで言葉での表現を育てる
・集団のなかで気持ちを表現する場面をつくる
・遊びや日常の活動のなかで言葉や数の認識を育て、国語や算数の学習の土台のちからを育む

・他の子と気持ちがぶつかる経験を通して、他者の気持ちに気付いたり配慮し合ったりする経験につなげる
・お互いに気持ちを伝え合いながら、ルールに気付いたりルールをつくっていく機会をつくる

支援方針
・身体を動かすことを通して丈夫な身体をつくるとともに、「できた」達成感と「やってみたい」挑戦する意欲を育み、身体をつくる「食」を大切にする
・一人ひとりの子どもの育ちを丸ごと捉え、その子に合った関わりを通して発達を促す
・本人が自身を理解し、周囲にも理解や援助を求めながら、主体的に選択、決定することを支援する

営業時間 送迎実施の有無

法人理念 生涯において健康で文化的な生活を誰もが送れるよう、質の高いサービスを提供し、地域や社会に貢献する

事業所名 作成日支援プログラム


